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大内 憲明氏

（
丹
黒
）
1
9
8
1
年
以
降
、
が
ん
は

わ
が
国
の
死
亡
原
因
第
1
位
で
あ
り
、

2
0
0
9
年
の
が
ん
死
亡
数
は
34
万
4

千
人
で
全
死
亡
の
30
％
を
超
え
て
い
ま

す
。
現
在
、
毎
年
60
万
人
以
上
が
が
ん

に
罹
患
し
、
30
万
人
以
上
が
が
ん
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
生
涯
に
が
ん
に
罹

患
す
る
率
も
年
々
増
加
し
、
男
性
で
49

％
、女
性
で
は
37
％
で
す
。
現
在
、
が
ん

の
闘
病
者
は
2
0
0
万
人
と
い
わ
れ
、

家
族
を
含
め
る
と
1
0
0
0
万
人
の
国

民
が
が
ん
と
闘
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
治

療
は
日
々
進
歩
し
て
い
ま
す
が
、
が

ん
患
者
数
は
い
ま
だ
増
加
傾
向
に
あ

り
、
が
ん
闘
病
者
は
2
0
1
5
年
に

は
5
4
0
万
人
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
働
き
盛
り
の
女
性
が
一
番
多
く
罹
る

の
が
乳
が
ん
で
年
間
約
5
万
人
以
上
が

罹
患
し
、
１
万
人
以
上
が
死
亡
し
て
い

ま
す
。
徳
島
県
で
も
毎
年
4
0
0
名
以

上
の
乳
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

死
亡
率
が
減
少
傾
向
に
あ
る
欧
米
と
異

な
り
、
日
本
で
は
乳
が
ん
の
罹
患
率
、

死
亡
率
と
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

日
本
の
医
療
水
準
は
か
な
り
高
い
と
さ

れ
て
い
る
の
に
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
多

く
の
が
ん
は
早
期
に
発
見
す
れ
ば
助
か

る
病
気
で
す
。
特
に
無
症
状
の
が
ん
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
検
診
は
、

わ
が
国
の
が
ん
対
策
の
上
で
最
も
重

要
で
す
。

　
本
日
は
、
日
本
の
乳
が
ん
検
診
を

牽
引
さ
れ
て
い
る
お
二
人
に
ゲ
ス
ト
と

し
て
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
森
本
先

生
、
日
本
の
乳
が
ん
検
診
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
森
本
）
早
期
発
見
が
が
ん
死
亡
を
減

ら
し
、
医
療
費
削
減
に
結
び
つ
く
こ
と

が
十
分
認
識
さ
れ
て
い
る
欧
米
諸
国
で

は
国
を
あ
げ
て
の
乳
が
ん
対
策
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
乳
が
ん
検
診
受
診
率
は

70
〜
80
％
と
高
率
で
、
乳
が
ん
死
亡
率

は
1
9
8
8
年
以
降
低
下
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
日
本
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

併
用
検
診
受
診
率
は
14
・
7
％
、
職
域

健
診
な
ど
の
各
種
乳
が
ん
検
診
を
含
め

て
も
20
数
％
で
す
。
先
進
国
の
中
で
唯

一
日
本
の
み
が
、
乳
が
ん
罹
患
・
死
亡

率
と
も
に
増
加
が
見
ら
れ
て
い
る
の
は

検
診
率
の
低
さ
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
丹
黒
）
2
0
0
6
年
6
月
16
日
が
ん

基
本
対
策
法
が
成
立
し
、
が
ん
対
策
基

本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
が
ん
検
診
率
を

50
％
に
し
て
が
ん
死
亡
を
半
減
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
、
政
策
と
し
て
が
ん
対

策
が
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
は
程
遠
い
こ
と
が
判
り

ま
し
た
。
日
本
に
お
け
る
乳
が
ん
検
診

の
歴
史
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

（
大
内
）
日
本
に
お
け
る
乳
が
ん
検

診
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
1
9
6
4
年

の
乳
癌
研
究
会
発
足
を
機
に
検
診
の

機
運
が
高
ま
り
、
各
地
で
集
団
検
診

が
始
ま
り
ま
し
た
。
1
9
7
4
年
頃
か

ら
日
本
対
が
ん
協
会
や
乳
癌
研
究
会
を

中
心
に
、
学
会
主
導
で
乳
が
ん
集
団
検

診
に
関
す
る
研
究
が
進
み
、
検
診
行
政

と
し
て
は
1
9
8
7
年
に
老
人
保
健
法

2
次
計
画
で
視
触
診
に
よ
る
検
診
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
1
9
8
9
年
に
は
宮

城
県
と
徳
島
県
で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

診
が
試
行
さ
れ
、
1
9
9
5
年
に
厚
生

省
が
ん
研
究
助
成
金
「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
導
入
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
シ
ス
テ
ム

の
精
度
管
理
の
確
立
に
関
す
る
研
究
」

（
大
内
班
）
や
1
9
9
6
年
の
老
人
保

健
増
進
等
事
業
「
が
ん
検
診
の
有
効

性
評
価
に
関
す
る
研
究
」（
久
道
班
）
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
1
9
9
5
年
に

は
厚
生
省
大
内
班
の
中
に
「
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
を
導
入
し
た
乳
癌
検
診
シ

ス
テ
ム
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
作
成
委

員
会
（
委
員
長
／
遠
藤
登
喜
子
）
が
発

足
し
、
1
9
9
7
年
に
日
本
乳
癌
検

診
学
会
か
ら
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
シ

ス
テ
ム
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
1
9
9
8
年
か
ら
は
老
健

法
に
よ
る
国
庫
補
助
金
の
支
出
が
実
現

し
、
2
0
0
0
年
に
は
50
歳
以
上
に
、

2
0
0
4
年
に
は
40
歳
以
上
に
一
部
公

費
負
担
に
よ
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併
用

検
診
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
0
5

年
か
ら
２
年
間
に
渡
り
厚
生
労
働
省
の

健
康
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
戦
略
と
し
て
全
国

の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
整
備
す
る
た
め
に

補
助
金
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）
。

（
丹
黒
）
お
二
人
が
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
診
黎
明
期
に
い
か
に
活
躍
さ
れ
て
来

ら
れ
た
か
が
よ
く
判
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
1
9
9
1
年
に
日
本
乳
癌
検
診
学

会
が
設
立
さ
れ
、
1
9
9
8
年
に
は
検

診
制
度
を
管
理
す
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
診
精
度
管
理
中
央
委
員
会
（
以
下
精

中
委
）
（
委
員
長
／
森
本
忠
興
）
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
機

や
撮
影
方
法
、
撮
影
し
た
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
を
読
影
す
る
基
準
を
全
国
一
律
に

し
て
、
が
ん
の
見
逃
し
を
な
く
す
た
め

に
委
員
会
を
中
心
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
の
精
度
管
理
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た

の
で
す
ね
。

（
森
本
）
2
0
0
4
年
5
月
、
精
中
委

は
N
P
O
法
人
認
証
（
内
閣
府
）
を
受

け
、
同
年
6
月
N
P
O
法
人
登
録
し
、

社
会
的
認
知
を
得
ま
し
た
。
精
中
委

は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
講
習
会
、
読

影
・
技
術
試
験
等
に
よ
り
、
一
定
の
基

準
に
従
っ
て
A
〜
D
の
評
価
を
行
い
、

B
ラ
ン
ク
以
上
の
医
師
・
技
師
に
評
価

認
定
証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

2
0
0
7
年
4
月
か
ら
、
認
定
取
得
者

に
対
し
て
5
年
更
新
制
度
を
開
始
し
て

お
り
、
施
設
画
像
評
価
委
員
会
は
厳
し

い
施
設
評
価
を
行
い
、
B
評
価
以
上
の

評
価
基
準
に
合
格
し
た
施
設
に
は
、
3

年
間
の
期
限
付
き
で
施
設
画
像
認
定
証

を
発
行
し
て
い
ま
す
。

（
丹
黒
）
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
検

診
の
問
題
点
は

あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

（
大
内
）
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ

は
レ
ン
ト
ゲ

ン
に
映
る
乳

房
の
影
を
フ

ィ
ル
ム
に
写

し
て
乳
腺
の
中

に
で
き
た
し

こ
り
や
石
灰

化
を
見
つ
け
る

こ
と
で
が
ん

を
見
つ
け
る

方
法
で
す
。

若
い
人
で
は

乳
腺
が
発
達

し
て
い
て
乳

腺
の
影
が
白
く
映
り
し
こ
り
が
発
見
し

に
く
い
の
で
す
が
、
年
齢
と
と
も
に
乳

腺
が
脂
肪
化
し
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
よ
く

通
す
よ
う
に
な
り
、
し
こ
り
が
あ
る
と

発
見
し
や
す
く
な
り
ま
す
（
図
2
）
。

若
い
人
の
乳
が
ん
は
見
つ
け
に
く
く
、

見
逃
し
や
異
常
が
な
い
の
に
異
常
と
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
2
0
0
9

年
11
月
に
U
S 

P
r
e
v
e
n
t
i
v
e 

S
e
r
v
i
c
e
s 

T
a
s
k 

F
o
r
c
e

（
検
診
に
関
す
る
米
国
政
府
の
諮
問
機

関
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
40
歳
代
の

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
は
推
奨
グ
レ
ー

ド
B
か
ら
C
（
A
が
有
効
な
手
段
、

C
は
勧
め
ら
れ
な
い
方
法
）
へ
格
下
げ

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
厚
生

労
働
省
と
日
本
乳
癌
検
診
学
会
は
、

日
本
で
は
40
歳
代
の
乳
が
ん
罹
患
率
が

高
い
こ
と
、
米
国
の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま

ま
日
本
に
適
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
従

来
通
り
、
40
歳
代
へ
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
検
診
を
継
続
す
る
こ
と
、
た
だ
し
、

速
や
か
に
調
査
を
行
う
と
の
声
明
を
発

表
し
ま
し
た
。
群
馬
、
茨
城
、
福
井
、

宮
城
、
徳
島
県
に
お
け
る
40
歳
代
の
健

診
受
診
者
を
対
象
に
、
検
診
に
よ
る
不

利
益
（
実
は
が
ん
で
は
な
い
け
れ
ど
精

密
検
査
を
受
け
、
お
金
が
余
分
に
か
か

り
、
痛
い
思
い
を
し
た
人
が
ど
の
く
ら

い
い
る
か
な
ど
）
に
関
す
る
実
態
調
査

を
行
い
、
日
本
で
は
米
国
ほ
ど
不
利
益

は
な
い
と
の
結
果
を
国
際
誌
に
発
表
し

て
い
ま
す
。
日
本
人
の
乳
が
ん
罹
患
率

は
40
歳
代
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
40
歳
代

の
検
診
手
段
の
確
立
は
早
急
に
解
決
す

べ
き
課
題
で
す
。
そ
こ
で
、2
0
0
7
年

か
ら
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
に
超
音
波

検
査
を
付
加
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
検

証
す
る
た
め
の
世
界
初
の
前
向
き
比
較

試
験
（
J
│

S
T
A
R
T
）「
超
音
波
検

査
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
の
有
効
性
を
検

証
す
る
比
較
試
験
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

全
国
23
都
道
府
県
の
7
6
、1
9
6
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
J
│

S
T
A
R
T

の
結
果
は
2
0
1
5
年
に
は
出
る
予
定

で
す
（
図
3
、
4
、
5
）
。

（
丹
黒
）
前
向
き
比
較
試
験
と
は
2
つ

の
方
法
を
比
較
す
る
と
き
に
、
何
も
意

図
を
加
え
ず
に
く
じ
引
き
で
（
ラ
ン
ダ

ム
化
し
）
方
法
を
選
択
し
、
結
果
を
比

較
す
る
方
法
で
、
2
つ
の
事
象
を
比
べ

る
の
に
一
番
科
学
的
で
信
頼
で
き
る
方

法
で
す
。
こ
の
方
法
で
差
が
あ
れ
ば
、

優
れ
て
い
た
方
法
を
選
ぶ
科
学
的
根
拠

は
A
ラ
ン
ク
に
な
り
ま
す
（
図
6
）
。

世
界
で
も
初
め
て
の
試
験
だ
と
思
い
ま

す
。
森
本
先
生
、
超
音
波
検
査
に
関
し

て
も
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
精
度
管
理
中
央

委
員
会
が
精
度
管
理
を
進
め
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

（
森
本
）
こ
の
比
較
試
験
を
行
う
に

当
た
っ
て
は
、
全
国
の
施
設
の
超
音

波
診
断
装
置
を
整
備
し
、
検
査
方
法

の
講
習
会
を
行
い
検
査
方
法
を
統
一
し

て
い
ま
す
。
本
試
験
と
並
行
し
て
超

音
波
検
診
精
度
管
理
も
進
み
、
講
習

会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
乳
腺
甲
状
腺
超
音
波
診
断
会
議

（
J
A
C
B
T
S
）
と
乳
癌
検
診
学
会

等
が
中
心
に
な
っ
て
超
音
波
検
診
の
講

習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
超
音

波
検
診
の
普
及
に
伴
い
、
N
P
O
法
人

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
精
度
管
理
中
央

委
員
会
は
、
精
中
委
参
加
の
6
学
会
に

加
え
て
、
超
音
波
検
診
関
連
3
学
会
と

協
力
し
て
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
超
音

波
検
診
を
ま
と
め
た
N
P
O
法
人
日
本

乳
癌
検
診
精
度
管
理
中
央
委
員
会
（
仮

称
）
と
し
て
間
も
な
く
再
出
発
の
予
定

で
す
。

（
丹
黒
）
大
内
先
生
は
本
年
5
月
か
ら

厚
生
労
働
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
が
ん

検
診
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
の
座

長
を
務
め
ら
れ
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ

い
た
が
ん
検
診
の
指
針
作
り
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
日
は
日
本
の
乳
が
ん

検
診
に
中
心
的
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い

る
お
二
人
に
乳
が
ん
検
診
の
歴
史
と
現

状
、
将
来
の
検
診
に
関
す
る
研
究
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
日
本
の
乳

が
ん
検
診
黎
明
期
に
宮
城
県
と
徳
島

県
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
再

認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　
わ
れ
わ
れ
は
2
0
0
5
年
か
ら
乳
が

ん
早
期
発
見
の
た
め
の
啓
発
運
動
を
展

開
し
、
現
在
、
N
P
O
法
人
徳
島
乳
が

ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し
て
、
乳
が

ん
検
診
を
行
う
医
師
や
看
護
師
、
放
射

線
技
師
の
育
成
と
検
診
技
能
向
上
の
た

め
の
講
習
や
勉
強
会
を
継
続
し
て
行
う

と
と
も
に
、
乳
が
ん
に
対
す
る
患
者
さ

ん
や
市
民
の
知
識
や
意
識
向
上
の
た
め

の
啓
発
集
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
も
平
成
24
年
8
月
12
日
、
「
が

ん
治
療
の
ウ
ソ
と
ホ
ン
ト
」
、
「
乳
が

ん
検
診
の
利
益
と
不
利
益
」
な
ど
、

が
ん
の
最
新
情
報
に
つ
い
て
勉
強
す
る

「
徳
島
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
集
会
」
を
開
催

し
、
現
在
の
が
ん
対
策
の
問
題
点
、
が

ん
死
亡
を
減
ら
す
た
め
の
が
ん
検
診
の

大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
こ
の

活
動
に
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宮
城
県
と
徳
島
県
が
日
本
の
乳
が

ん
検
診
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
こ
と
が
お

判
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
が
、
現

在
、
宮
城
県
の
検
診
率
が
40
％
を
超
え

て
い
る
の
に
徳
島
県
の
検
診
率
は
全
国

平
均
以
下
で
す
。
10
月
は
検
診
月
間
で

す
。
検
診
の
招
待
葉
書
を
持
っ
て
す
ぐ

に
検
診
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
く
さ

れ
た
方
は
市
町
村
、
保
健
所
、
最
寄
り

の
検
診
施
設
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
本
の
乳
が
ん
は
罹
患
率
、

死
亡
率
と
も
に
増
加
し
て
い
る

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
の

問
題
点
と
こ
れ
か
ら
の
検
診

日
本
の
乳
が
ん

検
診
の
歴
史 東北大学大学院医学系研究科長・医学部長

腫瘍外科学教授
日本乳癌検診学会副理事長
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森本 忠興氏
徳島大学名誉教授、四国中央病院院長
NPO法人マンモグラフィ精度管理中央委員会理事長
NPO法人徳島乳がんネットワーク理事長

丹黒 章氏
徳島大学病院副病院長
徳島大学医学部医学科長
胸部・内分泌・腫瘍外科学教授
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徳
島
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
2
0
1
2
集
会
開
催
記
念

│
新
し
い
乳
が
ん
検
診
の
時
代
│

「
が
ん
と
う
ま
く
付
き
合
う
方
法
」

科学的根拠（死亡率減少効果）に基づいた乳がん検診への道のり

乳がん検診へのマンモグラフィ導入の歴史
1987　視触診による乳がん検診（老健法）
1989　宮城・徳島マンモグラフィトライアル
1995　厚生省・マンモグラフィ研究班（大内班）
1998　厚生省・がん検診の有効性評価（久道班）
2000　50歳以上へのマンモグラフィ併用
2004　40歳以上、原則マンモグラフィへ
2007～　超音波検査による乳がん検診の有効性を検証する比較試験（J-START）

厚生労働省
健康フロンティア戦略
平成17-18（2005-06）年度
マンモグラフィ緊急整備事業

マンモグラフィにおける乳房の構成
脂肪性
乳腺数％

乳腺散在
乳腺10～30％

不均一高濃度
乳腺50～60％

高濃度
乳腺80～90％

【図2】

【図3】

【図1】

J-START 研究実施体制
研究リーダー
東北大学 大内憲明

分担研究者
25名

研究班事務局
東北大学

研究班運営委員会

研究参加団体

全国23都道府県、42団体

CRO
J-CRSU（東京大学）

中央データセンター

厚生労働省
　  ●大臣官房 厚生科学課
　  ●健康局 がん対策推進室
日本対がん協会
　  ●がん戦略研究推進室

研究班委員会
1. データモニタリング委員会
2. 教育プログラム委員会
3. 精度管理･安全性評価委員会
4. 統計解析委員会

施設データセンター

All Japan体制での
RCTの実施
いつまでもランダム化比較試験の
できない国であってはいけない
（黒川班平成17年度研究報告書）

第3次対がん総合戦略研究事業 課題１
乳がん検診における超音波検査の有効性を検証するための比較試験

1 超音波検査による乳がん検診の標準化と普及

2 大規模臨床試験（RCT）による有効性の検証

40歳代女性（両群10万人）
無作為割付（RCT）

プライマリエンドポイント：検診精度（感度、特異度）
セカンダリエンドポイント：累積進行がん罹患率

超音波＋マンモグラフィ群 マンモグラフィ群

乳がん死亡率の減少

背景
1. わが国では乳がん死亡が急増中
2. 日本人は40歳代に多く、高濃度乳房が多い
3. マンモグラフィは高濃度乳房で精度が低い
4. 超音波検査による乳がん検診は標準化されていない
5. 超音波検診による乳がん死亡率減少効果は示されていない

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

●
全
乳
房
の
記
録
性・再
現
性
あ
s
り

●
精
度
管
理
が
確
立
さ
れ
て
い
る

●
欧
米
で
確
立
さ
れ
た
唯
一の
エ
ビ
デ
ン
ス

超音波
●２次元断層で記録性・再現性に問題
●精度管理が確立されていない
●有効性を示す根拠はない【図4】

【図6】

検診が有効かどうかを知るには研究（比較試験）
が必要 J-STARTは、がん対策の国家プロジェクト「有効な検診」を「正しく」、「多くの人に」

1. 「有効な検診」とはマンモグラフィによる乳がん検診
　　しかし、40歳代のマンモグラフィ検診の感度は低い。40歳代は罹患率が高く、超音波検診有効性評価J-STARTの結果が待たれる
2. 「正しく」とは、精度管理された乳がん検診
　　◎技術・体制的指標に基づく評価　◎プロセス指標に基づく評価
　　　　●今後の我が国におけるがん検診事業評価の在り方について（厚生労働省、平成20年3月）
　　　　●マンモグラフィ検診精度管理中央委員会（森本理事長）
3. 「多くの人に」＝受診率の向上（50％以上）
　　無料クーポン券の拡大（案） ●現行５年に１回→２年に１回
　　検診啓発活動（自己検診や検診受診の普及） ●リレーフォーライフ、ピンクリボン活動など 【図5】

がん死亡率

がん死亡率

比較

がん検診を
実施

がん検診を
実施せず

ランダム化
（無作為にふり分け）

か
か


